
山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
二



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
三



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
四



（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
教
育
職
給
料
表
（一）
の
項
中
「
三
級
」
を
「
三
級
及
び
特
二
級
」
に
改
め
る
。

（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
六



（
山
梨
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

山
梨
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
ロ
の
表
第
五
号
区
分
の
項
第
八
号
中
「
三
級
」
を
「
特
二
級
又
は
三
級
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
教
育
職
給
料
表
（一）
の
職
務
の
級
特
二
級
か
ら
三
級
に
職
員

を
昇
格
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
を
昇
格
さ
せ
る
日
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨

県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
昇
格
後
の
号
給
が
、
そ
の
者
が
教
育
職
給
料
表
（一）
の
職
務
の

級
二
級
か
ら
特
二
級
に
昇
格
し
た
日
に
教
育
職
給
料
表
（一）
の
職
務
の
級
二
級
か
ら
三
級
に
昇
格
し
引

き
続
き
三
級
に
在
級
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
て
新
規
則
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
当
該
昇
格
さ

せ
る
日
の
前
日
に
受
け
る
こ
と
と
な
る
号
給
（
以
下
「
基
準
号
給
」
と
い
う
。）
を
超
え
る
と
き
は
、

当
分
の
間
、
新
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
号
給
を
も
っ
て
そ
の
者
の

職
務
の
級
三
級
昇
格
後
の
号
給
と
す
る
。

３
　
教
育
職
給
料
表
（一）
の
職
務
の
級
特
二
級
か
ら
三
級
に
職
員
を
昇
格
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
号
給
の

決
定
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
は
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
著
し
く
失
す
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
、
そ

の
者
の
号
給
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
二
年
山
梨
県
人

事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
教
育
職
給
料
表
（三）
」
を
「
教
育
職
給
料
表
（二）
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
十
第
一
項
中
「
で
あ
つ
て
職
員
と
同
居
し
て
い
る
も
の
」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
十
第
一
項
中
「
で
あ
つ
て
職
員
と
同
居
し
て
い
る
も
の
」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

'

平
成
二
十
三
年
度
山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
の
採
用
予
定
人
員
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
の
採
用
予
定
人
員
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
七



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
八



'
第
七
十
七
回
（
平
成
二
十
三
年
度
）
山
梨
県
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

第
七
十
七
回
（
平
成
二
十
三
年
度
）
山
梨
県
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
七
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
八
〇



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
八
一



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
八
二



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
八
三



教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
の
収
納
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
渡
　
　
邉
　
　
　
　
　
努

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
の
収
納
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
の
収
納
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
教
育
委
員
会

規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
口
座
振
替
の
方
法
又
は
」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
真
　
　
田
　
　
幸
　
　
子

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
三
号
中
「
変
死
人
」
を
「
検
視
、
死
体
取
扱
い
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
富
士
吉
田
警
察
署
」
を
「
、
日
下
部
警
察
署
、
富
士
吉
田
警
察

署
及
び
大
月
警
察
署
」
に
改
め
る
。

「

別
表
第
一
生
活
環
境
の
部
生
活
安
全
捜
査
室
の
款
中

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策
　
　
　
　
　
　
　
策

「

「

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策

を
　
　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
捜
査
第
一
の
部
中
　
　
強
行
犯

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜

」

査

」

「

強
行
犯
第
三

強
行
犯
第
三
　
　
　
　
　
　
　
強
行
犯
第
二
　
　
　
強
行
犯
第
四

第
二
　
　
　
強
行
犯
第
四
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
行
犯
第
五
　
　
　
　
に
改
め
、
同

強
行
犯
第
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
命
第
一

」

特
命

特
命
第
二

」

「

「

表
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
の
部
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庶
務
・
企
画
　
　
　
　
を
　
　
庶
務
・
企

」

画
　
　
　
庶
務
・
企
画
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
十
八
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

一
八
四


